
大 野 城 市 教 育 委 員会 教 育 長 元 主 浩 一

令 和 ８ 年 ７ 月 17日 第 一 回 大 野 城 市 総 合 教 育 会 議 資 料

『 学 び 合 い 』 が つ な ぐ 子 ど も た ち の 未 来

～な ぜ、 『 学 び 合い 』 か～

○ 子 ど も た ち が 抱 え る 悩 み や 課 題 は 、 教 師

（ 大 人 ） が 生 み 出 し て な い か ？

○ 喫 緊 の 課 題 の 「 不 登 校 」 を 生 み 出 さ な い

授 業 づ く り と は ？

○ 子 ど も た ち の 未 来 に 、 私 た ち は 何 を 残 せ

る の で し ょ う か ？

今 日 の 問 い
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1 . 今 日 的 な 教 育 課 題 と 大 野 城 市

2 . 子 ど も の 気 持 ち を 考 え る

3 . 『 学 び 合 い 』 と は

4 . 子 ど も た ち の 変 容

5 . む す び

本 時 の 流 れ

01
今 日 的 な 教 育 課 題

大 野 城 市 の 現 状
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今 日的 な 教育 課題01

０１ 不登校の比較
全国的に年々増加：３５.４万人
地域を超えて増加・小学生が顕著に増加
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０１ 大野城市の不登校の実態
全国的に年々増加：３５.４万人
地域を超えて増加・小学生が顕著に増加

100人当たりの不登校数
不登校児童・生徒出現率
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大野城市
不登校児童・生徒数の推移

88名増

42名増

コロナ禍

不登校予備軍（指標の累計１５以上）：大野城市分

「不登校兆候」の子どもたち

平成２９年度

令和６年度

：小学校 ４６名

：小学校 ５６２名

／ 中学校 ４３名

／ 中学校 １68名

4

資料２



歩み 重ね 夢叶え

～Small Steps Light Your Way～

誰一人取り残さない学校づくり

なぜ、今「誰一人取り残さない学校づくり」なのか
～皆さんと一緒に考えたいこと～

• なぜ、不登校は減らないのか
• それは子どもの問題なのか
• 大人は、子どもを理解できているのか

• 学校は「安心できる場所」なのか
• 学校生活の大部分を占めるものは何か
• 「授業」は居場所になっているのだろうか
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「不登校」それは・・・

• 心の問題
• 家庭の問題
• 性格・特性の問題

？？

不登校は「学校システム」とのミスマッチである
～学校が、教師が生み出したもの～

• 授業の受け方
• 評価のされ方
• 集団のあり方
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子どもたちは苦しんでいないか

• 毎日同じことの繰り返し
• 長時間の授業

「授業」の実態

• 何でもそろえる
• 進度は一律
• 評価は比較

→ わかる子中心・やらされ感
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分からないと言えない
追いつけない
居ても意味がない

• 小さなつまづき
• 小さな孤立
• 少しずつ積み重なる

「不登校」は「授業」からはじまる
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「授業を変えること」

「不登校対策」

どんなふうに「授業」を変えるのか
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「授業」づくりの考え方

• そろえない
• 信じる
• 任せる
• 放置しない

＊そろえないことと、放置することは全く違う

目標は「全員達成」

「できる子を増やす」から

「誰一人取り残さない」へ
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「学び合う」構造をつくる

教師が「教え込む」から

子ども同士「学び合う」構造へ

「競争する集団」から

「支え合う集団」へ

集団を「全員達成」のためとする
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支え合う集団ができると・・・

• 役割が生まれる
• 居場所ができる
• 自己有用感が生まれる

• 最初はうまくいかない
• 教師は不安になる
• それでも続ける

＊子どもを信じる
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• 声掛け合う・協力する
• 見捨てない文化が自然に育つ

＊誰も一人にしない授業が少しずつ当たり前に

『学び合い』

「誰一人も取り残さない」授業の再設計
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02 『 学 び 合 い 』 と は

学校は多様な人と 折り 合い

を つけて

自ら の課題を 達成する経験

を 通し て

その有効性を 実感し

よ り 多く の人が自分の同僚

である こ と を 学ぶ場

子ども たちは有能である

一人の教師より 、 子ども

集団の方が優れた指導者

教師の役割は

環境の整備、 課題の提

示、 評価のみ

教授（ 子ども たちから

見れば学習） は

子ども に任せるべき

学校観 子ども観 授業観

『 学 び 合 い 』 と は02  理 念
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02 『 学 び 合 い 』 と は  目 的

中核となる意義

共に生きる力

居場所・ 自己肯定感

最上位の目的

「 誰一人も見捨てない集団」

副次的成果

学力向上

不登校減少

育成する力

「 未来を幸せに生き抜く 力」 = 「 学び続ける力」 ＋「 共に生きる力」

教師の指導力向上
意識改革

働き 方改革

• 「 語り 」 の重要性

• 協働的な学びにつなげる課

題設定（ 本時のめあて）

• ワーク シート の活用

• 『 学び合い』

30分程度

誰と 一緒に学ぶかは自由

一人学びOK

• 見取り

教師は集団を「 見取る」

教師はフ ァ シリ テータ ー

「 つぶやき 」 で「 つなぐ 」

• 「 主体的な学び」 を 促す

• 習慣づける

• 単元計画シート の活用

• タ ブレ ッ ト 活用も 有効

語り・ 課題設定 『 学び合い』 ・ 見取り 振り返り

『 学 び 合 い 』 と は02  授 業 の 流 れ と ポ イ ン ト
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１．教師による「語り」「課題提示」

２．小グループの形成
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３．大グループへ移行

４．振り返り（自己評価・小テスト）
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「 教える」 教師

から

「 支援する」 教師

・ 伴走者

・ ファシリテーター

働き方改革

学びを「 そろえる」

から

学びを「 つなぐ」

「 任せる勇気」

許す・ 信じる・ 待つ

＜学力観の転換＞

非認知能力

コミ ュニケーショ ン力

自己肯定感

自己調整力

協働力

主体性

『 学 び 合 い 』 と は02  教 師 の 意 識 改 革

03 子 ど も た ち の 変 容
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〇必ず 学力は 向上す る 、 最低 点の向 上

〇仲間と 「 つ な がる 」 こ と で の内面 の変容

・ 非認知能 力、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力、 自己 肯定感

⇒ 内 面の成 長が学力 向上に 繋がる

〇つ な がり が 深ま る （ 生徒と 生徒、 生徒と 教師）

⇒ 学校 経営・ 生 徒指導 の実践 に 有効 性が高 い

〇不登校・ い じ め の減少

〇「 学校が楽 し い 」 「 授業が 面白い 」 と い う 子ど も た ち が増加

⇒ 不 登校を 生み出さ な い 授 業

03 子 ど も た ち の 変 容

不登校生徒数の推移

８ 名（ →９ 名）2014年度

９ 名（ →５ 名）2015年度

５ 名（ →２ 名）2016年度

２ 名（ →０ 名）2017年度

０ 名2018年度

福岡市立東光中学校 （ 2014～2018）

子 ど も た ち の 変 容03
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• 全 校 学 力・ 学 習 状況 調 査 生 徒 ア ン ケ ー ト よ り （ 20 25  福 岡 市 立 東 光中 学 校 ）
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子 ど も た ち の 変 容
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子 ど も た ち の 変 容

• 全 校 学 力・ 学 習 状況 調 査 生 徒 ア ン ケ ー ト よ り （ 20 25  福 岡 市 立 東 光中 学 校 ）
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子 ど も た ち の 変 容

• 全 校 学 力・ 学 習 状況 調 査 生 徒 ア ン ケ ー ト よ り （ 20 25  福 岡 市 立 東 光中 学 校 ）

04 「 個 別 最 適 」 と
「 協 働 的 」 な 学 び の 共 創
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04 令和 の日 本 型教 育

個別最適な学び

【 目的】
・ 知識・ 技能
・ 自己調整力
・ 自己肯定感

【 手法例】
- 自由進度学習
- パフ ォ ーマンス課題
- デジタ ル振り 返り

協働的な学び

【 目的】
・ 仲間と つながる
・ 課題解決
・ コ ミ ュ ニケーショ ン力

【 手法例】
- 『 学び合い』
- グループ討議
- 探究的学習

04 『 学 び 合 い 』 がつ な ぐ 未 来

• 個別最適で「 自分で学ぶ力」

• 協働的で「 他者と 共に学ぶ力」

• 往還的に行き 来するこ と で

学びが進化・ 共創を 生む

• 自分×他者 ＝ 未来を 生き 抜く 力
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04

【 理論】
・ マズロ ーの５ 段階欲求と 『 学び合い』 の関連性
・ ヴィ ゴツキーの発達の最近接領域（ ZPD）
・ ニア・ ピア・ ラ ーニング

【 実践的エビデンス】
・ 自己肯定感の向上
・ 不登校・ いじ めの減少
・ 学力向上

幸せの共創

理 論的 裏付 け

04 『 学び 合い 』 と 協 働的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

 相互利益のための 協働的アプローチ
 双方の目的を 明確にし 、 どち ら も 利益を 得る

協働
win win

他者の利益

自
分

の
利

益

高

高

譲歩回避

妥協

受容

競争

強制
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04 「 マ ズ ロ ー の 欲求 5段 階説 」 と 『 学 び 合 い 』 比較

協 働 的 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン

『 学 び 合い 』 の起点と 終点に は

必ず コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン があ る 。

助け 合い 、 協力し 合い 、 自分の

意見 を 相手に 伝え る 、 ま た は相

手の 話に 耳を 傾け る 、 「 協働

的な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」

がそ こ に は必ず存在す る 。

04
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04

・ 子ど も が一人で はで き な い が、 外部の助け があ ればで き る 物事の領域

・ ヴ ィ ゴ ツ キ ー （ ソ 連の心理学者） が提唱

『 学び合い』
Near Peer Learning

発達の 最 近接 領域 （ Z P D ）

05 む す び に
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05

『 学 び 合 い 』 で 未 来 の 幸 せ を

そ ろ え る か ら つ な げ る へ

 子 ど も た ち に 「 任 せ る 勇 気 」 を 持 つ こ と こ そ が

私 た ち 教 師 の 最 大 の 役 割 で す

 子 ど も た ち の 幸 せ な 未 来 は 、 子 ど も た ち 自 身 が

仲 間 と 共 に 創 っ て い き ま す

 「 個 別 最 適 な 学 び 」 と 「 協 働 的 な 学 び 」 を

『 学 び 合 い 』 で 往 還 し な が ら 共 創 し て い き ま す

05    
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TH A N K  Y O U
ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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